












































国交相ら雪害視察に

今回の雪害に対し、国などから多くの視察を受けた。１月８日、北側一雄国

土交通大臣、松村龍二副大臣の現地視察があり、２月には参議院災害対策特別

委員会（山本香苗委員長）の視察があった。国の担当者にも勝山市の実情を視

察いただき、直接要望活動できる機会が得られたことを喜ばしく思っている。

また２月９日、特別交付税の増額要望活動に市長とともに、イチゴもちを手

土産に上京。総務省滝野財政局長ほか担当官や県選出国会議員に直接お会いし

て窮状を訴えた。

２月、特別交付税２億９，７００万円が前倒しで交付され、３月に入り特別

交付税の年額が３億６，８０２万５千円と確定。前年比１億１，７９８万２千

円の増額となった。特別交付税は、明確な算定基礎は示されないが、三位一体

,改革における交付税の見直しと市町村合併特例措置の影響から、本年は７億円

をキープできるかどうかと見込まれていたことから、特別交付税の雪害算入は

約１億６千万円が算入されたと推計される。なお、臨時市町村道除雪事業補助

金は、７，４５０万円の内示となった。松村副大臣をはじめ、関係者のご尽力

のおかげで財政面でのダメージも少なく済み、たいへん感謝する次第である。

TＥ 

北側国土交通大臣、松村副大臣らの現地視察(河合地区）

日本は、地震、台風、豪雪が多く発生し災害列島と呼ばれる。しかし、その

中で先人は幾多の災害を乗り越えながら、英知と地域力を蓄積してきたといえ

る。今回の豪雪も雪国に住む私どもには大切な教訓であり、時代に即応した雪

対策を考えさせてくれた。また雪国には「克雪」ばかりでなく、雪を楽しむ「親

雪」も多くあり、２月末には風花の舞う中、勝山に春を呼ぶ左義長祭りの浮か

れ太鼓が残雪の中で響きわたる。

そして、雪で傷んだ山林や農業施設などを復旧していく雪国の人々の営みは、

国士保全や環境を維持していく重要な要素である。過疎化などにより都市と農

村部のバランスが崩壊しないよう、「雪国」への暖かい眼差しを期待したい。
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